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三
十
四

第
四
十
一
条
の
三
第
一
項
（
第
九
十
二
条
第
三
項
、
第
九
十
六
条
第
三
項
、
第
百
条
第
三
項
及
び
第
百

五
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法

第
三
百
四
十
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
す
る
に
当
た
り
、
総
会
に
対
し
、
虚
偽
の
陳
述
を
し
、
又
は
事
実

を
隠
し
た
と
き
。

三
十
五

第
四
十
一
条
の
三
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
三
百
九
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し

て
、
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
書
面
又
は
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
主
務
省
令
で
定
め
る
方
法
に
よ

り
表
示
し
た
も
の
の
閲
覧
又
は
謄
写
を
拒
ん
だ
と
き
。

第
百
三
十
条
第
一
項
第
三
十
号
中
「
第
百
条
の
八
第
三
項
」
を
「
第
百
五
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第

三
十
一
号
と
し
、
同
項
第
二
十
九
号
を
同
項
第
三
十
号
と
し
、
同
項
第
二
十
八
号
中「
第
四
十
一
条
の
二
第
七
項（
第

九
十
二
条
第
三
項
、
第
九
十
六
条
第
三
項
及
び
第
百
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
第
三
十
二
号
及

び
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。）、」を
削
り
、「
第
百
条
の
八
第
三
項
」
を
「
第
百
五
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項

第
二
十
九
号
と
し
、
同
項
第
二
十
七
号
中
「
第
百
条
の
八
第
三
項
」
を
「
第
百
五
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同

項
第
二
十
八
号
と
し
、
同
項
第
二
十
六
号
中
「
第
百
条
の
八
第
三
項
」
を
「
第
百
五
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
号
を

同
項
第
二
十
七
号
と
し
、
同
項
第
二
十
五
号
中
「
第
三
十
四
条
第
十
二
項
」
を
「
第
三
十
四
条
第
十
四
項
」
に
、「
第

百
条
の
八
第
三
項
」
を
「
第
百
五
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
二
十
六
号
と
し
、同
項
第
二
十
四
号
中「
第

三
十
四
条
第
十
一
項
」
を
「
第
三
十
四
条
第
十
三
項
」
に
、「
第
百
条
の
八
第
三
項
」
を
「
第
百
五
条
第
三
項
」
に
改

め
、
同
号
を
同
項
第
二
十
五
号
と
し
、
同
項
第
二
十
三
号
を
同
項
第
二
十
四
号
と
し
、
同
項
第
二
十
二
号
中
「
第
二

十
七
条
第
二
項
後
段
」
を
「
第
二
十
六
条
第
二
項
後
段
」
に
、「
第
百
条
の
八
第
二
項
」
を
「
第
百
五
条
第
二
項
」
に

改
め
、
同
号
を
同
項
第
二
十
三
号
と
し
、
同
項
第
二
十
一
号
中
「
第
二
十
五
条
」
を
「
第
二
十
四
条
」
に
、「
第
百
条

の
八
第
二
項
」
を
「
第
百
五
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
二
十
二
号
と
し
、
同
項
第
二
十
号
を
削
り
、
同

項
第
十
九
号
中
「
第
八
十
七
条
の
四
第
二
項
」
を
「
第
八
十
七
条
の
三
第
二
項
」
に
、「
第
百
条
の
四
第
二
項
」を「
第

百
一
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
二
十
一
号
と
し
、
同
項
第
十
八
号
中
「
第
八
十
七
条
の
四
第
二
項
」
を

「
第
八
十
七
条
の
三
第
二
項
」
に
、「
第
百
条
の
四
第
二
項
」
を
「
第
百
一
条
第
二
項
」
に
、「
第
八
十
七
条
の
四
第
一

項
」
を
「
第
八
十
七
条
の
三
第
一
項
」
に
、「
第
百
条
の
四
第
一
項
」
を
「
第
百
一
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同

項
第
二
十
号
と
し
、
同
項
第
十
七
号
を
同
項
第
十
九
号
と
し
、
同
項
第
十
六
号
中
「
第
百
条
の
八
第
一
項
」
を
「
第

百
五
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
八
号
と
し
、
同
項
第
十
五
号
中
「
第
百
条
の
八
第
一
項
」
を
「
第
百

五
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
七
号
と
し
、
同
項
第
十
四
号
中
「
第
百
条
の
八
第
一
項
」
を
「
第
百
五

条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
六
号
と
し
、
同
項
第
十
三
号
中
「
第
百
条
の
八
第
一
項
」
を
「
第
百
五
条

第
一
項
」
に
、「
第
百
条
の
八
第
二
項
」
を
「
第
百
五
条
第
二
項
」
に
、「
第
百
条
の
八
第
三
項
」
を
「
第
百
五
条
第
三

項
」
に
、「
第
百
条
の
八
第
五
項
」
を
「
第
百
五
条
第
五
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
五
号
と
し
、
同
項
第
十
二

号
中
「
第
百
条
の
八
第
一
項
」
を
「
第
百
五
条
第
一
項
」
に
、「
第
百
条
の
六
第
二
項
」
を
「
第
百
三
条
第
二
項
」に
、

「
第
百
条
の
八
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
」
を
「
第
百
五
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
以
下
」
に
、「
第
百
条
の
八
第
二
項
」
を
「
第
百
五
条
第
二
項
」
に
、「
第
百
条
の
八
第
三
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
三
十
九
条
第
一
項
」
を
「
第
百
五
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第

三
十
九
条
第
一
項
」
に
、「
第
百
条
の
八
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）若
し
く
は
」
を
「
第
百
五
条
第

三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）若
し
く
は
」
に
、「
第
百
条
の
八
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）、
第
四
十
条
第
九
項
」
を
「
第
百
五
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
四
十
条
第
九
項
」に
、

「
第
百
条
の
八
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
五
十
条
の
四
第
二
項
」
を
「
第
百
五
条
第
三
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
五
十
条
の
四
第
二
項
」
に
、「
第
百
条
の
八
第
四
項
」
を「
第
百
五
条
第
四
項
」

に
、「
第
三
十
五
号
」
を
「
第
三
十
九
号
」
に
、「
第
百
条
の
八
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
五
十

三
条
第
一
項
（
第
五
十
四
条
の
二
第
六
項
（
第
九
十
二
条
第
三
項
、
第
九
十
六
条
第
三
項
及
び
第
百
条
第
三
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
第
三
十
六
号
に
お
い
て
同
じ
。）、
第
五
十
四
条
の
四
第
三
項
（
第
九
十
六
条
第
三
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
第
三
十
六
号
に
お
い
て
同
じ
。）、
第
六
十
九
条
第
四
項（
第
八
十
六
条
第
四
項
、

第
九
十
一
条
の
二
第
二
項
（
第
百
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）、

第
九
十
二
条
第
五
項
、
第
九
十
六
条
第
五
項
、
第
百
条
第
五
項
及
び
第
百
条
の
八
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。）、
第
八
十
六
条
第
二
項
、
第
九
十
二
条
第
三
項
、
第
九
十
六
条
第
三
項
、
第
百
条
第
三
項
及
び
第
百
条
の

八
第
三
項
」
を
「
第
百
五
条
第
三
項
」
に
改
め
、「
第
六
十
九
条
の
三
第
一
項
（
第
八
十
六
条
第
四
項
、
第
九
十
一
条

の
二
第
二
項
」
の
下
に「（
第
百
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
を

加
え
、「
第
百
条
の
八
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
七
十
二
条
の
二
第
二
項
」
を
「
第
百
五
条
第

五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
七
十
二
条
の
二
第
二
項
」
に
、「
第
百
条
の
八
第
五
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。）若
し
く
は
」
を
「
第
百
五
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）若
し
く
は
」に
改
め
、

同
号
を
同
項
第
十
四
号
と
し
、
同
項
第
十
一
号
中
「
第
百
条
の
八
第
一
項
」
を
「
第
百
五
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同

号
を
同
項
第
十
三
号
と
し
、
同
項
第
十
号
中
「
第
百
条
の
八
第
一
項
」
を
「
第
百
五
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
を

同
項
第
十
二
号
と
し
、
同
項
第
九
号
を
同
項
第
十
一
号
と
し
、
同
項
第
八
号
中
「
第
十
五
条
の
十
九
」
を
「
第
十
五

条
の
二
十
六
」
に
、「
第
百
条
の
八
第
一
項
」
を
「
第
百
五
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
号
と
し
、
同
項

第
七
号
中
「
第
十
五
条
の
十
七
第
一
項
」
を
「
第
十
五
条
の
二
十
四
第
一
項
」
に
、「
第
百
条
の
八
第
一
項
」
を
「
第

百
五
条
第
一
項
」
に
、「
第
十
五
条
の
十
七
第
二
項
」
を
「
第
十
五
条
の
二
十
四
第
二
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第

九
号
と
し
、
同
項
第
六
号
中
「
第
十
五
条
の
十
か
ら
第
十
五
条
の
十
二
ま
で
」
を
「
第
十
五
条
の
十
七
か
ら
第
十
五

条
の
十
九
ま
で
」
に
、「
第
百
条
の
八
第
一
項
」
を
「
第
百
五
条
第
一
項
」
に
、「
第
十
五
条
の
十
四
」
を
「
第
十
五
条

の
二
十
一
」
に
、「
第
十
五
条
の
十
五
若
し
く
は
第
十
五
条
の
十
六
」
を
「
第
十
五
条
の
二
十
二
若
し
く
は
第
十
五
条

の
二
十
三
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
八
号
と
し
、
同
項
第
五
号
中
「
第
十
一
条
の
五
」
を
「
第
十
一
条
の
七
」
に

改
め
、
同
号
を
同
項
第
七
号
と
し
、
同
項
第
四
号
の
二
中
「
第
十
一
条
の
四
の
二
」
を
「
第
十
一
条
の
六
」に
改
め
、

同
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
項
第
四
号
中
「
第
十
一
条
の
四
第
四
項
」
を
「
第
十
一
条
の
五
第
四
項
」
に
、「
第
百

条
の
八
第
一
項
」
を
「
第
百
五
条
第
一
項
」
に
、「
第
百
条
の
八
第
三
項
」
を
「
第
百
五
条
第
三
項
」
に
、「
第
六
十
八

条
第
五
項
（
第
九
十
六
条
第
五
項
及
び
第
百
条
の
八
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
を
「
第
六
十
八

条
第
四
項
（
第
九
十
六
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
六
十
八
条
第
六
項
（
第
九
十
六
条
第
五

項
及
び
第
百
五
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
六
十
八
条
の
三
第
三
項（
第
八
十
六
条
第
四
項
、

第
九
十
二
条
第
五
項
、
第
九
十
六
条
第
五
項
及
び
第
百
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
に
、「
第
九

十
一
条
第
五
項
（
」
を
「
第
九
十
一
条
第
四
項
若
し
く
は
第
六
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
」
に
、「
第
百
二
十
一
条
の
三

第
三
項
若
し
く
は
第
百
二
十
一
条
の
五
の
八
第
二
項
」
を
「
第
百
七
条
第
三
項
若
し
く
は
第
百
十
六
条
第
二
項
」に
、

「
第
百
二
十
一
条
の
五
の
九
第
一
項
」
を
「
第
百
十
七
条
第
一
項
」
に
、「
第
百
二
十
六
条
の
二
」
を
「
第
百
二
十
六

条
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第
三
号
中
「
第
十
一
条
の
四
第
一
項
」
を
「
第
十
一
条
の
五
第
一

項
」
に
、「
第
十
一
条
の
十
四
」
を
「
第
十
一
条
の
十
七
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、同
項
第
二
号
中「
第

八
十
七
条
第
九
項
た
だ
し
書
」
を
「
第
八
十
七
条
第
十
一
項
た
だ
し
書
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同

項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

第
九
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
登
記
を
す
る
こ
と
を
怠
つ
た
と
き
。

第
百
三
十
条
第
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五
十
八

第
百
二
十
六
条
の
四
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
九
百
四
十
一
条
の
規
定
に
違
反
し
て
同
条

の
調
査
を
求
め
な
か
つ
た
と
き
。

第
百
三
十
条
第
二
項
中
「
第
百
条
の
八
第
一
項
」
を
「
第
百
五
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
又
は
第

四
十
一
条
の
二
第
七
項
」
を
削
り
、「
第
三
百
八
十
一
条
第
三
項
の
規
定
」
の
下
に
「
又
は
第
四
十
一
条
の
三
第
一
項

に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
百
九
十
六
条
第
三
項
の
規
定
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
中
「
第
八
十
七
条
第
一
項
第

十
号
」
を
「
第
八
十
七
条
第
一
項
第
十
一
号
」
に
、「
監
査
」
を
「
調
査
」
に
改
め
る
。

第
百
三
十
二
条
を
削
る
。

第
百
三
十
一
条
第
二
号
中
「
第
百
二
十
一
条
の
五
の
九
第
一
項
」
を
「
第
百
十
七
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第

三
号
中
「
第
百
二
十
一
条
の
八
第
一
項
」
を
「
第
百
二
十
条
第
一
項
」
に
、「
第
百
二
十
一
条
の
九
第
一
項
」
を
「
第

百
二
十
一
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
三
十
二
条
と
す
る
。

第
百
三
十
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
百
三
十
一
条

次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
共
済
代
理
店
は
、
五
十
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。

一

第
十
五
条
の
十
第
一
項
（
第
九
十
六
条
第
一
項
及
び
第
百
五
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）に
お
い
て
準
用
す
る
保
険
業
法
第
三
百
三
条
の
規
定
に
違
反
し
て
、
帳
簿
書
類

を
備
え
ず
、
こ
れ
に
同
条
に
規
定
す
る
事
項
を
記
載
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
記
載
を
し
、
又
は
こ
れ
を
保
存

し
な
か
つ
た
と
き
。


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